
妙高山遭難 現地での対応(2009/3/21夜 ～3/22夜 ) 加藤 博行(昭和51年卒)
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「110番 通報～前神宅へ架電Jまでは妙高警察署メモ
「山スキー遭難時系列Jより抜粋
110番 通報

ヘリ要請

ヘリ「ときかぜ」現場着

強風のため吊り上げ困難

再離陸(大島妙高警察署地域課長同乗)

再度断念(毛布、寝袋、食料投下)

／
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針葉樹会関係者の動き

妙高警察から前神宅へ遭難の連絡
前神さんの奥さん→近藤君の奥さんへ連絡
→近藤君の奥さんより加藤留守宅へ連絡

西牟田さんが前神さんの奥さんと電話で話し、
HUHACメールで、遭難の第一報は発信

加藤より妙高警察に電話確認
加藤より地上捜索隊責任者の中野さんに電話確認

西牟田さんが妙高警察と電話交信した内容及び
加藤が現地入りする旨、第二報発信。

加藤より金子さんに連絡し、明日朝一番現地入りすつこと、及び
その結果を東京の窓日として金子さんに連絡することとした。

加藤より近藤君の奥さんに電話し、朝一番の新幹線(東京6:30)
での現地入りをお願いした。(前神さん、佐藤君の奥さんも同行)

加藤よりHUHACメールでこれまでの経過と明日の予定を発信

こ杉ノ こ13名 集合し、6時 出発予定。

大正池北東500mの 地点と聞いており、リフトの終点
から2時間もあれば現場に到着できると思う。
そこからの救出は天候と状況次第。駐車場2階の現地
策本部と りながら行 ことにな

(妙高警察署の平賀当直警官からの説明)
*佐 藤さんより110番 通報があり、妙高山で本日10時
から山スキーを3人で行っていたが、妙高下山中に
近藤さんがスキーで立木にぶつかり、右ひじ、右太
ももを怪我した。頭から出血もしているのでヘリの
救助要請があり、2度出動したが救出できなかった。
場所は大正池北東500mの 斜面。位置ははつきり
わかつているが、強風で気流が舞つていて吊り上げ
できず、毛布、寝袋、食料を投下し、それを拾つた
ことを確認した。
明日早朝地上から、民間のスキーガイド中野さんを
中心に13名 の救援隊が杉ノ原を出発。
天気が良ければへ:)も飛おミ。杉ノ原駐車場事務所
2階が現地対策本部なので、誰か道難パーティ関係
に夫てほしいハ→ カロ藤が行く旨力伝えるハ
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(加藤が遭難対策本部に詰めていて、まとめた内容)

地上捜素隊(救助隊)12名集合

捜索隊が杉ノ原駐車場を出発

捜索隊ゴンドラ終点着

捜索隊入山開始(天候は吹雪)

パーティを先発(7名)後発 (5名)に分け、スピードを上げる。
(この頃前神さんより、県警本部に携帯電話で通報があり
遭難パーティは大正池付近の2100m地 点に

留まつていること及び、近藤君の死亡が伝えられた。)

現場状況悪化(天候は視界50m、強風20m、湿雪)
前神氏は登山道の尾根にいるはずだが発見できず。
強風で思うように先へ進めない。

捜索隊は三田原山頂に到着後、戻つて鞍部より
妙高山方面へ降りていく。(視界30m)

前神さん、第ニリフトに自力下山
第ニリフト待機の裏田警察官が事情聴取し、
その際、佐藤・近藤両君のいるビバーク地点の位置
及び、近藤君の死亡と佐藤君の自力歩行可能を確認

前神さん、自力で杉ノ原の対策本部に到着

先発救助隊フ名が佐藤君、近藤君のビバーク地点に
到着し、両名と合流命

現地救助隊は近藤君の遺体シートに収容し、
大正池方向へ搬送予定。佐藤君に歩行可能を確認。

加藤より ・家族への

(3月22日の針葉樹会への報告は、金子さんへ携帯電話により
継続的に行い、金子さんにHUHACメール発信を依頼。)

6301加藤 杉ノ原の現地対策本部到着命

針葉樹会、及び家族の対応窓回となることを警察に伝える。
大島課長より、OB会 で独自の捜索活動はしないこと。また
民間人が捜素隊に入つているので、二重遭難だけは避ける為
危険があれば現地判断で捜索中止があることを告げられる。

6:561近藤君の奥さんが前神さんからの電話を新幹線車内で受けた旨
加藤の携帯電話に連絡。(『警察に連絡して欲しい』としか聞き取れ
なかつたとのこと。)

この情報は、加藤より金子さんに直ちに連絡(近藤君死亡の一報)

古田君、越後湯沢から移動し、対策本部で加藤に合流的 01         冒

陶
を宿泊先とする。)

9:101近藤君家族 (奥さんと二人の子供)対策本部に到着

大島課長より状況を近藤君家族に説明
前神さんから今朝の情報で近藤さんが亡くなられた模様。
rゲレンデ外滑走禁止」との表示を超えた場所で事故が
おきた模様。二重遭難を避けるため、捜索中止で引き
返す可能性があることも説明。

1位501前神・佐藤家族到着。大島課長より状況説明。(省略)

11:101前神さん 第1回事情聴取
登つたルート、近藤君、佐藤君の様子等確認(省略)
前神さん救急車で妙高病院へ検査
前神さんをリードして下山した長野のグーテンターク
山岳会(小林・三井両氏)に御礼し、住所を確認。

12301(～13:00)前 神さん第2回の事情聴取
～3/21ま での行動の詳細を警察官に説明(省略)
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大 島課 長より加藤 に状況説 明

現場からの無線によれば、近藤さんの遺体は大正池
まで搬送。捜索隊は昼食休憩後、往路をとつて復路
に着く。佐藤さんは救助隊と同行下山するが、近藤さん
の遺体は立ち木にカラビナで結び付け、置いて離れる
予定となった。
→その点については、ご家族が納得するために、
佐藤君より、近藤君の奥さんに連絡する方法を
とってもらいたい旨を加藤より要請。
→大島課長が、直接家族を説得することになった。

大島課長が加藤と共に「夢冒険」に移動(この間山田君と交代

救助隊が稜線より下山開始。

佐藤君が救急隊と共に杉ノ原到着

直ちに妙高病院へ救急車で移動し検査

現地対策本部で対策会議(大島課長主催)
(捜索隊:中野/築田 市役所 :宮下/柴田
消防:植木/岡田 針葉樹会 :中村/加藤)
前神・佐藤両名は回収できた。近藤さんの遺体は
大正池に安置してあるが、できるだけ早く遺族に
渡したい。地上部隊で再度収容か、ヘリで回収か

その結論を決めたい。
→遺体は重く、35度の傾斜を三田原稜線に上げる
のは、ウインチでもないと困難。ヘリで引き上げるなら

圭蘭巣衡餓 !館諮婿雅キ鍮マー/
妙高警察は、ヘリで吊り上げの方針で決定したい。

今後の連絡窓口を確認して、現地遭難対策本部は解散
妙高警察署:大島課長
頸南消防:植木氏
妙高市役所総務課:鹿住補佐
針葉樹会/遺族:中村さん
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曲卒出さん、出出石が現地対策不部に阜で411着

大島課長より報道発表の確認を妙高署に確認

3/21日 16:50報道へ第一報発表

大島課長が「夢冒険」を訪問し、状況を説明
(前神さん、加藤立会い)
近藤さんの死亡が確認され、大正池近くまで
運んだが今日こちらまでは搬出できず。
シートで包んだ遺体は立木に固定して、捜索隊は
下山開始。遺体は天候回復次第ヘリで回収予定。

中村さん、川名さん現地対策本部到着

ヘリで遺体収容次第、直ちに連絡を入れたいので、
現地に誰か詰めていて欲しい→中村さんが「夢冒険」に待機

近藤君の奥さんの第さん「夢冒険」に到着

近藤君のご両親と近藤君の実弟さん「夢冒険」に到着

佐藤君が近藤君ご家族口ご両親他に遺体収容・大正池に安置
した経過を説明。加藤が明日以降の予定を説明

古田君、山田君帰京

現地葬儀社(東条会館)仮手配

中村さんに本日の捜索活動経過と関係者リストを引き継ぎ、
加藤の役割を終了して、その旨HUHACメ ール報告
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